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22（交）第 4414 号 

南北線高架部除雪業務

積算金額 

区  分 設計金額（円） 

予定業務委託費 

内 

訳 

業務価格 

消費税相当額 

１ 概要 

南北線高架部における冬季の巡回および除雪作業（凍結防止剤散布材料費、滑

止材散布材料、雪庇処理、防雪板氷雪処理、シェルター上部雪おろし（個別箇

所）、交通誘導員、タイヤショベル 1.4～2.0m３級（バケット）除雪、タイヤショ

ベル 1.4～2.0m３級（可変プラウ）除雪、小型ロータリー（ハンドガイド式）、排

雪ダンプトラック（10t）、排雪ダンプトラック（４t）、高所作業車借上げ、現

場詰所） 

２ 場所 

南北線高架部開口部（札幌市豊平区平岸４条 10 丁目）～ 真駒内駅バス停南端

（札幌市南区真駒内緑町４丁目） 

３ 期間 

契約書に示す着手の日から令和 5 年 3 月 31 日までとする。 

４ 特記仕様書 

別添のとおり。 



業 務 仕 様 書 



１ 目的 

本仕様書は次の項目を主目的とし、除雪作業内容を定めるものである。 

（1）高架部シェルター上の積雪・融雪落下等による通行人等への事故防止 

（2）高架部シェルター上の積雪による高架付帯施設の損壊防止 

２ 提出書類 

履行期間内の提出書類は下記のほか、業務担当者の指示によること。また、書類作成の際に

は、両面印刷等を活用し、環境負荷の低減に努めること。 

（1）業務着手届 

（2）業務計画書 

① 総括責任者・安全責任者・作業責任者の選出届け（書類上の各責任者ではなく、実際に

業務に携わる者で作成すること） 

② 作業組織表・指示系統表 

③ 当業務該当範囲の道路使用許可申請書の写し（南警察署・豊平警察署） 

④ 重機・機械器具取扱者免許証の写し 

⑤ 交通誘導警備員資格者証写の写し 

⑥ 業務内容に合わせた請負賠償責任保険等の写し 

⑦ その他（業務担当者の指示による） 

（3）実施報告書（各期終了の翌月初旬） 

作業日誌には、各作業の前・中・後の写真を添付すること。 

（4）業務完了届 

３ 業務内容 

（1） 本業務における各作業内容は「項目別作業内容仕様書」に示す。 

（2） 本業務は危険回避のための事前措置が主となるため、天候等の状況から適切な危険回避

措置を判断できる人員を配置すること。 

（3） 履行期間中、平日・休日を問わず 24 時間対応可能な体制を整えること。したがって、各

作業に対する安全責任者・作業責任者の選出による指示系統の確立を徹底すること。 

（4） 業務担当者と各責任者は、履行期間内において常に連絡可能な環境を整えること。 

（5） 現場詰所の設置・資材の保管・関係車両の駐車は交通局用地を使用することとし、場所

については業務担当者と協議の上決定すること。 

（6） 各作業の予定数量は表 1 に示す通りである。業務実施にあたり、気象条件等により数量

に変更が生じる場合は、業務担当者と協議の上で数量を確定する。 



表 1 

名      称 形     質 単位 数量 

巡  回 日 
132 

凍結防止剤散布材料 ㎡ 
19,500 

滑止材散布材料 ㎡ 
36,400 

雪庇処理 高所作業車に係わる 班 
80 

運転費込み 

防雪板氷雪処理 高所作業車に係わる 箇所 
10 

運転費込み 

ｼｪﾙﾀｰ上部雪おろし 個別箇所 ｍ 
1,540 

タイヤショベル 1.4～2.0m3 バケット h 
70 

昼間 

タイヤショベル 1.4～2.0m3 可変ﾌﾟﾗｳ h 
100 

昼間 

小型ロータリー ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式 h 
11 

ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ 2t 昼間 

運搬排雪 ﾀﾟﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t m3 
750 

昼間、運搬距離 5km 

運搬排雪 ﾀﾟﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 4t m3 
320 

昼間、運搬距離 5km 

交通誘導員 B h 
2,950 

高所作業車借上 揚程 12m 日 
180 



４ 安全管理 

（1）高所での作業が多いため、作業員及び用具の落下防止の対策を十分に行うこと。特に、雪

下ろし等シェルター上での作業では、安全帯取付けケーブルの確認を行うこと。 

（2）機械による除雪作業を行う場合には交通誘導警備員を配置するとともに、周辺交通の混乱

や事故を招かないよう、作業標識を設置するなどの対応をすること。 

（3）作業中はシェルター及び付帯施設等に損傷を与えないよう注意すること。万一、損傷事故

が発生した場合は、業務担当者または関係課所に報告し指示を得ること。 

（4）作業時間帯を問わず、関係車両は必ず作業回転灯を点灯させ、通行人や近隣住民が作業中

であることを確認できるようにすること。また、全ての関係車両は下記に示す看板等の表示

を貼り付けて作業にあたること。（基盤は深緑色、文字は白色、形状寸法は自由とする。） 

５ 支払い 

本業務の支払いは、履行期間を４期に分け、契約金額に対し下記内訳として処理する。 

・第１期（着手月及び 12 月）：20% 

・第２期（１月）着手月  ：30% 

・第３期（２月）着及び  ：30% 

・第４期（３月）月及び  ：20% 

※端数については第４期で調整するものとする。 

６ 積算上の留意事項 

本業務での諸経費率は、令和 4年度版 国土交通省 土木工事標準積算基準書を使用している。

工種区分は「道路維持工事」を適用している。なお、それぞれの共通仮設費及び現場管理費は

補正を行っており、それぞれ下式のとおり算出している。 

共通仮設費＝対象額×共通仮設費率×47％ 

現場管理費＝対象額×現場管理費率×67％

なお、本業務の積算にあたり使用する積算要領については、工事設計書閲覧コーナー（札幌

市交通局庁舎４階）で公表している。 

７ その他 

（1）受託者は、この契約による業務を履行するに当たって個人情報を取り扱う際には、別記「個人情報取扱

注意事項」を守らなければならない。 

（2）仕様書に記載のない事項、その他不明な点は、業務担当者と協議すること。

交通局除雪作業車 

（業者名） 



項 目 別 作 業 内 容 仕 様 書 



１ 巡回 

（1）本業務で作業対象となる高架部用地・施設の全てを巡回の対象とする。 

（2）着手日より 11 月 19 日までは、当局の指示により適時巡回することとし、11 月 20 日から

履行期間内は、全区間内を毎日巡回すること。また、巡回員は原則として３人で行うことと

するが、天候状況に応じ、適切な体制を整えて行うこと。（作業員３名・運転手１名） 

（3）巡回中危険と思われる箇所を発見した場合は対策措置を行い、状況により業務担当者に連

絡すること。 

（4）巡回において、危険箇所と思われる横断部においては、凍結防止剤の散布を行うこと。 

（5）巡回中に発見したつらら等の除去についても巡回員の判断により処置すること。 

（6）シェルター上の積雪厚は、おおよそ 70 ㎝程で構造体自体の耐力に影響を及ぼすので、日頃

から注意すること。 

２ 凍結防止剤散布材料費 

（1）凍結が予想される路面に、凍結抑制・緩和・融解促進を目的として凍結防止剤を散布する。 

（2）散布する材料については、事前に業務担当者の承諾を得ること。 

（3）対象区間は次項の表４-１と同区間である。散布幅は１ｍと想定している。 

（4）過去５年の 100ｍ２当たりの平均使用量は下記のとおりである。 

凍結防止剤 ：  7.51 kg 

３ 滑止材散布材料費 

（1）既に凍結している路面に、滑り止めを目的として滑り止め材を散布する。 

（2）散布する材料については、事前に業務担当者の承諾を得ること。 

（3）対象区間は次項の表４-１と同区間である。散布幅は１ｍと想定している。 

（4）過去５年の 100ｍ２当たりの平均使用量は下記のとおりである。 

７号砕石  ： 18.14 kg 



４ 雪庇処理 

（1）降雪により横断道路上のシェルター部において、雪止めより下部に付着した雪の落雪が予

想される場合、速やかに雪おろし処理を行う。 

（2）設計単価は、第 1号内訳書の雪庇処理に雪おろし・小排雪・高所作業車に係る特殊運転手・

燃料代、交通誘導警備員を計上している。 

なお、班編成および燃料代は過去の実績より下記人員・数量を想定している。 

・普通作業員：２．２５人/班 

・特殊運転手：０．７５人/班 

・交通誘導警備員Ｂ：４人/班 

表４-１ 雪庇処理区間・延長 

 前後橋脚 No. 路 線 名 
延長（ｍ） 

東側 西側 

１ P207～P208 平岸４条 12 丁目４号線 10 10

２ P210～P211 南平岸駅バス回転場 25 25

３ P222～P223 平岸２条 15 丁目２号線 25 10

４ P229～P230 平岸４条 16 丁目通路 5 5

５ P232～P233 平岸３条 16・17 丁目線 15 10

６ P235～P236 平岸３条 17 丁目通路 10 10

７ P240～P241 平岸３条 18 丁目１号線 10 10

８ P249～P250 平岸３条 18 丁目１号線 10 10

９ P252～P253 澄川駅裏通線 50 85

10 P258～P259 中の島澄川線 5 5

11 P264～P265 澄川福住線 25 25

12 P274～P275 澄川２号線 10 10

13 P287～P288 澄川 28 号線通路 5 5

14 P295～P296 澄川水源地連絡線 10 10

15 P297～P298 南消防署澄川派出所通路 10 10

16 P298～P299 澄川４条６丁目２号線 10 10

17 P304～P305 平岸澄川線 20 15

18 P318～P319 澄川４条８丁目４号線 20 10

19 P322～P323 交通資料館通路 10 10

20 P325～P326 養護学校北１号線 10 10

21 P325～P326 養護学校北１号線（入庫部） 10 10

22 P338～P339 真駒内養護学校１号線 25 25

23 P23～P24 南車両基地通路 10 10

24 P27～P28 西野真駒内清田線 25 30

25 P28～P30 真駒内団地線（バス停） - 45

各側区間計 365ｍ 415ｍ

雪庇処理区間計 780ｍ



５ 防雪板氷雪処理 

（1）防雪板に氷雪が付着している危険箇所について、氷雪の除去を行う。 

（2）設計単価は、第 1号内訳書の防雪板氷雪処理に小排雪・高所作業車に係る特殊運転手・燃

料代、交通誘導警備員を計上している。 

なお、班編成および燃料代は過去の実績より下記人員・数量を想定している。 

・普通作業員：２．００人/１５箇所 

・特殊運転手：１．００人/１５箇所 

・交通誘導警備員Ｂ：２人/１５箇所 

表５-１ 防雪板設置箇所・延長 

 前後橋脚 No. 路 線 名 
延長（ｍ） 

東側 西側 

１ P207～P211  100 100

２ P215～P219  90

３ P220～P222  45

４ P227～P232  115

５ P245～P249  80

６ P256～P257  25

７ P303～P304  25

８ P305～P306  10

９ P319～P321  50

各側区間計 450ｍ 190ｍ

防雪板設置区間計 640ｍ

防雪板設置箇所計 10 箇所

６ シェルター上部雪おろし（個別箇所） 

（1）横断道路上のシェルター部において、対象区間（表４-１区間に同じ）のうち落雪による危

険があると判断された箇所に対して雪おろし作業を行う。 

（2）第 1 号内訳書の設計単価はシェルター上部からの雪おろしの単価であり、堆積雪は別途除

雪機械類の使用により処理すること。なお、シェルター上部へ上るために要する梯子の運

搬・設置・養生・撤去等の費用も含んでいる。 

なお、交通誘導警備員については、第１号内訳書に計上しており、班編成は下記人員を想定

している。 

・普通作業員：32.50 人/780ｍ 

・交通誘導警備員Ｂ：14.63 人/780ｍ 



７ 交通誘導警備員 

（1）機械による除雪作業を行う際、通行人や近隣住民といった第三者への安全確保を目的とし、

除雪機械の実稼働時間に合わせ交通誘導警備員を必ず配置すること。 

（2）業務日誌に、人員・時間等が証明できる書類を添付すること。 

８ タイヤショベル 1.4～2.0m３級（バケット） 

（1）当局指定箇所の除雪及び雪おろし時等、必要に応じ使用する。 

（2）業務日誌に、稼働時間が証明できるタコメーターを添付すること。 

９ タイヤショベル 1.4～2.0m３級（可変プラウ） 

（1）当局指定箇所の除雪及び雪おろし時等、必要に応じ使用する。 

（2）業務日誌に、稼働時間が証明できるタコメーターを添付すること。 

10 小型ロータリー（ハンドガイド式） 

（1）当局指定箇所の除雪等必要に応じ使用する。 

（2） 設計単価には、小型ロータリーを現地まで運搬するｸﾚｰﾝ付きトラックの費用を含んでいる。 

11 排雪ダンプトラック（10t） 

（1）当局指定箇所の除雪及び雪おろし時等、必要に応じ使用する。 

（2）設計単価には、バックホウ及び普通作業員の費用を含んでいる。 

（3）業務日誌に、排雪運搬量が証明できる資料を添付すること。 

12 排雪ダンプトラック（４t） 

（1）当局指定箇所の除雪及び雪おろし時等、必要に応じ使用する。 

（2）設計単価には、バックホウ及び普通作業員の費用を含んでいる。 

（3）業務日誌に、排雪運搬量が証明できる資料を添付すること。 

13 高所作業車借上げ 

（1）雪庇処理等の高所作業に備え、履行期間内で高所作業車の借り上げを行う。 

（2）履行期間中第１期及び第４期は１台体制とするが、第２期及び第３期は降雪量に伴い作業

量が増えることから、２台体制をとることを想定している。なお、実際の借り上げの体制に

ついては、業務担当者と協議のうえ決定すること。 

14 現場詰所 

（1）使用する詰所は 2,300×7,200mm 以上の組立式仮設ハウス 2棟を標準とする。 

（2）設計単価は、2 棟分の基本料金・消耗部材・設置・解体・積込・取卸し・運搬費・賃料・

補償費及びトイレ（水洗式）の整備費・賃料を含んでいる。 



『別記』

「個人情報取扱注意事項」

（個人情報を取り扱う際の基本的事項）

第１ 受託者は、この契約による業務を履行するに当たって、個人情報を取り扱う際には、個人の権利

利益を侵害することのないように努めなければならない。

（秘密の保持）

第２ 受託者は、この契約による業務を履行するに当たって知り得た個人情報を他に漏らしてはならな

い。

２ 受託者は、その使用する者がこの契約による業務を履行するに当たって知り得た個人情報を、他に

漏らさないようにしなければならない。

３ 前２項の規定は、この契約が終了し、又は解除された後においても、また同様とする。

（再委託等の禁止）

第３ 受託者は、この契約による業務を第三者に委託し、又は請け負わせてはならない。ただし、あら

かじめ、委託者が書面により承諾した場合は、この限りではない。

（複写、複製の禁止）

第４ 受託者は、この契約による業務を履行するに当たって、委託者から提供された個人情報が記録さ

れた資料等を、委託者の承諾を得ることなく複写し、又は複製をしてはならない。

（目的外使用の禁止）

第５ 受託者は、この契約による業務を履行するに当たって、委託者から提供された個人情報を目的外

に使用し、又は第三者に提供してはならない。

（資料等の返還）

第６ 受託者は、この契約による業務を履行するに当たって、委託者から提供された個人情報が記録さ

れた資料等を、業務完了後速やかに委託者に返還するものとする。ただし、委託者が別に指示したと

きは、その方法によるものとする。

（事故の場合の措置）

第７ 受託者は、個人情報取扱注意事項に違反する事態が生じ、又は生ずるおそれのあることを知った

ときは、速やかに委託者に報告し、委託者の指示に従うものとする。

（契約解除及び損害賠償）

第８ 委託者は、受託者が個人情報取扱注意事項に違反していると認めたときは、契約の解除及び損害

賠償の請求をすることができる。



令和４年度

業務名

図面名称 位置図

図面番号縮尺課長 係長 設計者 測量者
年月 年月

札幌市交通局高速電車部

1/1

真駒内

南車両基地

自衛隊前

澄川

南平岸

美園
平岸

月寒中央

福住

幌平橋 中の島

豊平公園

学園前中島公園

すすきの西１８丁目 東札幌

菊水

豊水すすきの

バスセンター前

白石

白石

大通西１１丁目

円山公園

二十四軒

西車両基地

南郷１８丁目

大谷地

ひばりが丘

東車両基地

新さっぽろ

さっぽろ

西２８丁目

平和

栄町

森林公園

厚別

R4.9

新札幌

上野幌

南郷１３丁目

南郷７丁目

位置図

豊平川

苗穂
札幌

桑園

琴似

南北線高架部除雪業務

R4.9

発寒中央

発寒

琴似

発寒南

宮の沢

北１２条

北１８条

北２４条

北３４条

麻生

八軒

新川

新琴似

北１３条東

東区役所前

環状通東

元町

新道東

業務対象区間

南北線高架部



工    種 種    別 細  目　　　単位 数 量 単   価 金       額    摘             要

式 1 別途第１号内訳書

直接

業務費計

式 1    

式 1 別途第２号内訳書

共通    

仮設費計 　  　

式 1    

式 1 別途第３号内訳書

式 1    

消費税等 式 1 10% 　

  相当額 　

請負       

業務費計  

札 　 幌　  市　  交　  通　  局

業務価格  

業務原価

 一般管理費

詰　　所

現場管理費

純業務費

高所作業車
借上

共通仮設費

南北線高架部
除雪作業工

本業務費

本     工     事     内     訳     書



円 （原）

    　　一  金 円 （変更）

　 内 　　訳

名      称 形     質 単位 数  量  単   価 金      額 単価算出№

日 132 単価算出№1

㎡ 19,500 単価算出№2

㎡ 36,400 単価算出№3

高所作業車に係 班 80 単価算出№4

わる運転費込み

高所作業車に係 箇所 10 単価算出№5

わる運転費込み

個別箇所 ｍ 1,540 単価算出№6

 1.4～2.0m3バケット h 70 単価算出№8

昼間

1.4～2.0m3可変ﾌﾟﾗｳ h 100 単価算出№9

昼間

ｸﾚｰﾝ付トラック2ｔ h 11 単価算出№10

昼間

ﾀﾟﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ10t m3 750 単価算出№11

昼間、運搬距離5km

ﾀﾟﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ4t m3 320 単価算出№12

昼間、運搬距離5km

 h 2,950 単価算出№7

交通誘導警備員B

運搬排雪

運搬排雪

計

小型ﾛｰﾀﾘｰ（ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式）

タイヤショベル

タイヤショベル

ｼｪﾙﾀｰ上部雪おろし

防雪板氷雪処理

雪庇処理

凍結防止剤散布材料

滑止材散布材料

第１号内訳書

巡　　回

南北線高架部除雪作業



円 （原）

    　　一  金 円 （変更）

内 　　訳

   名      称    形     質 単位 数  量  単   価 金      額 単価算出№

揚程12m借り上げ 日 180 単価算出№13

計

第２号内訳書

高所作業車借上

高所作業車借上



円 （原）

    　　一  金 円 （変更）

内 　　訳

   名      称    形     質 単位 数  量  単   価 金      額 単価算出№

式 1 単価算出№14

詰　　所

2300×7200以上
（2棟）基本料金・消耗部材・設
置・解体・積込・取卸し・運搬
費・賃料・補償費及びトイレ
（水洗式）整備費・賃料含む

計

詰　　　　所

第３号内訳書


